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（ 図 表 、写 真 等 の貼 付 を含 む）  
研究成果の概要 
寄生虫であるトキソプラズマは、食品を介してヒトに感染して最終的には脳に潜伏感染し続け、宿

主免疫が低下した際に再び活性化することでトキソプラズマ症を引き起こす。しかしながら、未だに

根治治療法は存在しないため、新規治療技術の開発に向けた研究基盤の構築が必要とされている。そ

こで本研究では、ヒトの脳に潜伏感染しているトキソプラズマの寄生メカニズムの解明を目的とし

た。 
本研究によって主に二つの成果を得た。一つ目は、トキソプラズマの潜伏感染と再活性化を非

侵襲的に評価する実験系の構築に成功したことである(図 1)。二つ目は、これらの実験系を用い
ることで、トキソプラズマが再活性化する際に重要な役割を果たす分子としてトキソプラズマ分

泌タンパク質 CLP1を同定し、その機能を解明したことである(図 2)。 
本研究では、ヒトの脳内におけるトキソプラズマの感染動態を in vitroで再現・評価する実験
系を世界で初めて構築することで、トキソプラズマがヒトの脳で再活性化するために重要な原虫

遺伝子を少なくとも１つ同定することに成功した。これらの成果から、本研究によってヒトの脳

内に寄生したトキソプラズマを制御するための新規技術開発に向けた研究基盤の構築が大きく

進んだと考えられる。そこで今後も本研究を継続して発展させていくことで、将来的にはトキソ

プラズマの根治治療法の開発へと繋げる。 
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Emmanuel M. General, Allen John F. Manalad, Sheryl A. Yap, Hironori Bando, Nanako Isobe, Yui 
Sakata, Shione Takeguchi, Hikaru Fujii, Masayuki Shimojima, Shigeru Morikawa, Ken Maeda, 
Tsutomu Omatsu. Nipah Virus Antibodies in Bats, the Philippines, 2013–2022. Emerging Infectious 
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2. 学会発表実績 
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l  発 表 学 会 名 、発 表 者 名 、演 題 を記 ⼊ すること。 
l  国 内 外 を問 わない。 

 発表時期 発表学会名、発表者名、演題 

１ 

2025 年 12 ⽉ 10 ⽇ 第 48 回⽇本分⼦⽣物学会年会 

伴⼾ 寛徳 
トキソプラズマの再活性化阻⽌を⽬指した根治薬開発のための薬剤スクリーニング 
 

２ 
2025 年 10 ⽉ 25 ⽇ 第 71 回⽇本寄⽣⾍学会⼤会 北⽇本⽀部合同⼤会 

Hossain Md. Forhad、 伴⼾ 寛徳 
トキソプラズマ根治薬の開発に向けた薬剤スクリーニング 
  
 

３ 

2025 年 9 ⽉ 3 ⽇ 第 168 回⽇本獣医学会学術集会 
Hossain Md. Forhad、伴⼾ 寛徳 
Prevalence and Molecular Phylogenetic Analysis of Toxoplasma gondii in the 
Brains of Bats from the Philippines 
  
 

４ 

2025 年 3 ⽉ 18 ⽇ 第 94 回⽇本寄⽣⾍学会⼤会  
伴⼾ 寛徳 

トキソプラズマ分泌タンパク質 CLP1 が再活性化に及ぼす影響の解明  
 

５ 

2024 年 11 ⽉ 28 ⽇ 第 47 回⽇本分⼦⽣物学会年会 

伴⼾ 寛徳 
トキソプラズマが再活性化の際に分泌するタンパク質 CLP1 の機能解明 

６ 

2024 年 9 ⽉ 11 ⽇ 第 167 回⽇本獣医学会学術集会 
伴⼾ 寛徳 
トキソプラズマの潜伏感染⾍体が分泌する CLP1 の機能解析 

3. 投稿、発表予定 
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2026 年 3 ⽉ 21 ⽇ 第 95 回⽇本寄⽣⾍学会⼤会  
Hossain Md. Forhad、伴⼾ 寛徳 
Screening of drugs targeting multiple stages of Toxoplasma gondii  
 

２ 
2026 年 6 ⽉ Scientific Reports 
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